
令和４年度事業報告について

※古戦場公園再整備事業を除く

１ 文化財啓発事業

⑴ 長久手市郷土資料室特別展（別紙５）

特別展を、以下の日程で開催しました。

特別展名「小牧・長久手の戦いと徳川家康」

期間 令和５年２月 21 日（火）～３月 19日（日）

午前９時～午後５時

場所 長久手市郷土資料室

⑵ 史跡案内看板等整備工事（別紙６）

大河ドラマ「どうする家康」を契機に、国指定史跡長久手古戦場を始

めとする「小牧・長久手の戦い」に関連のある史跡への観光客の増加が

見込まれます。

現状では、史跡の近くに行っても、どこに史跡があるのか分かりにく

かったり、既存の解説看板も経年劣化で文字が消えていたり、汚れてい

たり読みにくい看板が多くあるため、史跡に観光客を誘導するサイン看

板の新たな設置や経年劣化した史跡の解説看板のリニューアル等を行

いました。

・対象：色金山、首塚、御旗山、武蔵塚、長久手城趾、木下勘解由塚

・誘導サイン看板新設 10基、解説看板の盤面取替 10基

⑶ 色金山歴史公園樹木伐採工事（別紙７）

史跡長久手古戦場保存活用計画に基づき、展望テラスから御旗山方面

の眺望を回復するため、令和４年１１月から１２月にかけて伐採、剪定

を行いました。

⑷ 市が洞小校区地域共生ステーションにおける文化財展示（別紙８）

市指定文化財３点、丁子田 1号窯及び市ケ洞１号窯出土品４点の展示

物の入れ替え作業を１１月に行いました。

２ 文化財保存事業

古文書等燻蒸事業

５月 16日（月）、17 日（火）に郷土資料室で保管している資料を燻蒸し、

害虫の駆除を行いました。

資料２



３ 文化財補助等事業

以下の団体に対して、補助金を交付しました。

⑴ 前熊古典芸能保存会（前熊太鼓打ち囃子）補助額 69,000 円

⑵ 前熊の山車保存会（前熊山車曳き回し）補助額 31,000 円

前熊のお天王祭りは、令和４年７月 10 日に関係者のみで執り行われ

ました。

⑶ 岩作オマント保存会（岩作のオマント）補助額 2,000,000 円

岩作警固祭りは、10 月９日に開催されました。

⑷ 日本ボーイスカウト長久手第１団（岩作長鶴での左義長）報奨金

10,000 円

令和５年１月８日に岩作長鶴での左義長が開催されました。

⑸ 岩二左義長有志の会（岩作壁ノ本での左義長）報奨金 10,000 円

令和５年１月 15 日に岩作壁ノ本での左義長が開催されました。

４ 埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いに係る報告

一ノ井第 1号窯（別紙９）

⑴ 届出者：株式会社アスリート

⑵ 史跡地名：一ノ井第 1号窯

⑶ 所在地：長久手市前熊一ノ井地内

⑷ 工事の概要等：宅地造成工事

⑸ 一ノ井第１号窯の所在地に該当するため、市が範囲確認調査を行いま

した。公益財団法人瀬戸市文化振興財団に業務発注し、令和５年２月

15 日に範囲確認調査に着手しました。令和５年度以降に開発事業者の

負担で、発掘調査を行う予定です。

５ 古戦場桜まつり補助事業

⑴ 令和４年長久手古戦場桜まつり

令和４年長久手古戦場桜まつりは、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、中止となりました。

⑵ 令和５年長久手古戦場桜まつり（別紙 10）

令和５年長久手古戦場桜まつりを４月９日の開催に向けて、実行委員

会を９月 27 日、11 月８日、１月 24 日、３月 22 日に開催しました。

（全５回開催予定）



６ その他

⑴ 床机石の落書き

令和４年４月７日に、国指定史跡地を巡回した際、色金山にある「床

机石」に青色と緑色の塗料（５ｃｍ程度１３箇所）が付着しているのを

発見しました。当日、愛知県警察へ「被害届」を提出するとともに、文

化財保護法に基づき、文化庁へ「き損届」を提出しました。文化庁に修

復方法について相談の上、令和４年５月１２日に修復作業を行いました。

⑵ 勝入塚のき損（別紙 11）

勝入塚の石垣が台風のため９月 20 日に崩れているのを発見しました。

文化財保護法に基づき、文化庁へ「き損届」を提出しました。文化庁に

修復方法について相談の上、令和５年１月 30 日に復旧作業を行いまし

た。


